
一
頁

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

削
除

第
二
条
第
四
項
中
「
第
六
号
ま
で
」
を
「
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
、
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。「

第
二
節

特
定
遊

目
次
中
「
第
二
節

深
夜
に
お
け
る
飲
食
店
営
業
の
規
制
等
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十
四
条
）
」
を

第
一
款

特
定

第
二
款

深
夜

興
飲
食
店
営
業
等
の
規
制
等

遊
興
飲
食
店
営
業
の
規
制
等
（
第
三
十
一
条
の
二
十
二
―
第
三
十
一
条
の
二
十
五
）

に
改
め
る
。



二
頁

に
お
け
る
飲
食
店
営
業
の
規
制
等
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十
四
条
）

」

第
二
条
第
一
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
待
合
」
を
「
キ
ヤ
バ
レ
ー
、
待
合
」
に
改
め
、
「
（
前
号
に
該
当
す

る
営
業
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
客
席

に
お
け
る
」
を
「
営
業
所
内
の
」
に
、
「
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
」
を
「
前
号
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
七
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
五

号
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
、
第
五
号
及
び
第
六
号
」
を
削
り
、
同
条
第
十
一
項
第
三
号
中
「
接
待
飲
食
等
営
業
又
は
店
舗

型
性
風
俗
特
殊
営
業
」
を
「
前
三
号
に
掲
げ
る
営
業
」
に
、
「
日
出
時
」
を
「
午
前
六
時
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号

と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業

第
二
条
中
第
十
一
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
十
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
」
と
は
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
設
備
を
設
け
て
客
に
遊
興
を
さ
せ
、

11
か
つ
、
客
に
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
（
客
に
酒
類
を
提
供
し
て
営
む
も
の
に
限
る
。
）
で
、
午
前
六
時
後
翌
日
の
午
前
零
時

前
の
時
間
に
お
い
て
の
み
営
む
も
の
以
外
の
も
の
（
風
俗
営
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。



三
頁

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
」
と
は
、
第
三
十
一
条
の
二
十
二
の
許
可
又
は
第
三
十
一
条
の
二
十

12
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
一
項
、
第
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
条
の
三
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
特
定
遊

興
飲
食
店
営
業
を
営
む
者
を
い
う
。

第
四
条
第
四
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
営
業
時
間
の
制
限
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

風
俗
営
業
者
は
、
深
夜
（
午
前
零
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
営
業

を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
の
条
例
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
日
の
区
分

に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
地
域
内
に
限
り
、
午
前
零
時
以
後
に
お
い
て
当
該
条
例
で
定
め
る
時
ま
で
そ
の
営

業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。

一

都
道
府
県
が
習
俗
的
行
事
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
の
あ
る
日
と
し
て
当
該
条
例
で
定
め
る
日

当
該
事
情
の
あ
る
地

域
と
し
て
当
該
条
例
で
定
め
る
地
域

二

前
号
に
掲
げ
る
日
以
外
の
日

午
前
零
時
以
後
に
お
い
て
風
俗
営
業
を
営
む
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
特
別
な
事
情
の
あ

る
地
域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
当
該
条
例
で
定
め
る
地
域



四
頁

第
十
三
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

風
俗
営
業
者
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
午
前
零
時
か
ら
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る

時
ま
で
の
時
間
に
お
い
て
そ
の
営
業
を
営
む
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
客
が
大
声
若

し
く
は
騒
音
を
発
し
、
又
は
酒
に
酔
つ
て
粗
野
若
し
く
は
乱
暴
な
言
動
を
す
る
こ
と
そ
の
他
営
業
所
の
周
辺
に
お
い
て
他

人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

風
俗
営
業
者
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
午
前
零
時
か
ら
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る

時
ま
で
の
時
間
に
お
い
て
そ
の
営
業
を
営
む
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
営
業
所
ご
と

に
、
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
帳
簿
を
備
え
付
け
、
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
苦
情
の
適
切
な
処
理
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
中
「
第
二
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
に
、
「
第
二
十
二
条
第
五
号
」
を
「
第
二
十
二

条
第
二
項
」
に
、
「
十
八
歳
以
下
の
条
例
で
定
め
る
年
齢
に
満
た
な
い
者
に
つ
き
、
午
後
十
時
前
の
時
を
定
め
た
と
き
は
、

そ
の
者
に
つ
い
て
は
そ
の
時
以
後
の
時
間
に
お
い
て
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
旨
」
を
「
午
前
六
時
後
午
後
十
時
前
の
時
間

に
お
け
る
十
八
歳
未
満
の
者
の
立
入
り
の
禁
止
又
は
制
限
を
定
め
た
と
き
は
、
午
後
十
時
以
後
の
時
間
に
お
い
て
立
ち
入
つ



五
頁

て
は
な
ら
な
い
旨
及
び
当
該
禁
止
又
は
制
限
の
内
容
」
に
、
「
入
り
口
」
を
「
入
口
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
及
び
前
条
第
一
項
」
を
「
、
前
条
第
一
項
及
び
次
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
禁
止
行
為
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
さ
せ
、
又
は
客
の
相
手
と
な
つ
て
ダ
ン
ス

を
」
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
日
出
時
」
を
「
午
前
六
時
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「

第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
「
（
同
号
の
営
業
に
係
る
営
業
所
に
関
し
、
都
道
府
県
の
条
例
で
、
十
八
歳
以
下
の
条

例
で
定
め
る
年
齢
に
満
た
な
い
者
に
つ
き
、
午
後
十
時
前
の
時
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
そ
の
時
）
」
を
削

り
、
「
日
出
時
」
を
「
午
前
六
時
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
は
、
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
条
例
に
よ
り
、

第
二
条
第
一
項
第
五
号
の
営
業
を
営
む
者
が
午
前
六
時
後
午
後
十
時
前
の
時
間
に
お
い
て
十
八
歳
未
満
の
者
を
営
業
所
に

客
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
を
禁
止
し
、
又
は
当
該
営
業
を
営
む
風
俗
営
業
者
が
当
該
時
間
に
お
い
て
十
八
歳
未
満
の

者
を
営
業
所
に
客
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
同
伴
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
そ
の
他
必
要
な
制
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



六
頁

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
、
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
、
「
同
項
第
八
号
」
を
「
同
項
第

五
号
」
に
、
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第

五
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
四
項
中
「
（
午
前
零
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
中
「
準
用
す
る
」
を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
二
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
節

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
等
の
規
制
等

第
四
章
第
二
節
中
第
三
十
二
条
の
前
に
次
の
一
款
及
び
款
名
を
加
え
る
。

第
一
款

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
規
制
等

（
営
業
の
許
可
）

第
三
十
一
条
の
二
十
二

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
を
営
も
う
と
す
る
者
は
、
営
業
所
ご
と
に
、
当
該
営
業
所
の
所
在
地
を
管



七
頁

轄
す
る
公
安
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
三
十
一
条
の
二
十
三

第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
五
条
（
第
一
項
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第

八
条
、
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
前
条
の
許
可
に
つ
い
て
、
第
六
条
か
ら
第
七
条
の
三
ま
で
、
第
九
条
、
第
十
条

の
二
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
、
第
二

十
一
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
（
第
三
号
を
除
く
。
）
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
は
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
五

第
二
十
六
条
第
一
項

第
三
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項

号
及
び
第
六
号

第
四
条
第
二
項
第
二

を
保
全
す
る
た
め
特
に
そ
の
設
置
を
制

の
保
全
に
障
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
た
め
特
に

号

限
す
る
必
要
が
あ
る

そ
の
設
置
が
許
容
さ
れ
る

あ
る
と
き

な
い
と
き
（
当
該
営
業
所
が
、
旅
館
業
法
（
昭
和



八
頁

二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
ホ
テ
ル
営
業
又
は
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
旅
館
営
業
に
係
る
施
設
内
に
所
在
し
、
か

つ
、
良
好
な
風
俗
環
境
の
保
全
に
障
害
を
及
ぼ
す

こ
と
が
な
い
た
め
特
に
そ
の
設
置
が
許
容
さ
れ
る

も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
ホ
テ
ル

等
内
適
合
営
業
所
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
き
を

除
く
。
）

第
四
条
第
三
項

当
該
廃
止
し
た
風
俗
営
業
と
同
一
の
風

第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

俗
営
業
の
種
別
の
風
俗
営
業
で
営
業
所

第
二
号
の
地
域
内
に
な
く
、
か
つ
、
ホ
テ
ル
等
内

が
前
項
第
二
号
の
地
域
内
に
あ
る
も
の

適
合
営
業
所
に
該
当
し
な
い
営
業
所

第
四
条
第
三
項
第
二

、
当
該
滅
失
前
か
ら
前
項
第
二
号
の
地

当
該
滅
失
前
か
ら
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い



九
頁

号
イ

域
に
含
ま
れ
て
い
た

て
準
用
す
る
前
項
第
二
号
の
地
域
に
含
ま
れ
て
お

ら
ず
、
か
つ
、
当
該
滅
失
し
た
営
業
所
が
ホ
テ
ル

等
内
適
合
営
業
所
に
該
当
し
て
い
な
か
つ
た

第
四
条
第
三
項
第
二

、
当
該
滅
失
以
降
に
前
項
第
二
号
の
地

当
該
滅
失
以
降
に
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い

号
ロ

域
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
つ
た

て
準
用
す
る
前
項
第
二
号
の
地
域
に
含
ま
れ
な
い

こ
と
と
な
り
、
か
つ
、
当
該
滅
失
し
た
営
業
所
が

ホ
テ
ル
等
内
適
合
営
業
所
に
該
当
し
て
い
な
か
つ

た

第
十
三
条
第
二
項

前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
政
令

政
令

第
十
三
条
第
三
項
及

第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、

深
夜

び
第
四
項

午
前
零
時
か
ら
同
項
た
だ
し
書
に
規
定

す
る
条
例
で
定
め
る
時
ま
で
の
時
間

第
十
四
条
及
び
第
十

そ
の
営
業

そ
の
深
夜
に
お
け
る
営
業



一
〇
頁

五
条

第
十
八
条

十
八
歳
未
満
の
者
が

午
後
十
時
以
後
翌
日
の
午
前
零
時
前
の
時
間
に
お

い
て
は
保
護
者
が
同
伴
し
な
い
十
八
歳
未
満
の
者

が
、
深
夜
に
お
い
て
は
十
八
歳
未
満
の
者
が
、

第
二
十
一
条

第
十
二
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
前
条

第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

第
一
項
及
び
次
条
第
二
項

二
条
、
第
十
三
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
、
第
十

四
条
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
及
び
第
十
八
条
の

二

第
二
十
二
条
第
一
項

当
該
営
業

当
該
営
業
（
深
夜
に
お
け
る
営
業
に
限
る
。
）

第
一
号
及
び
第
二
号

第
二
十
二
条
第
一
項

十
八
歳
未
満

午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
六
時
ま
で
の
時
間
に

第
五
号

お
い
て
十
八
歳
未
満

第
二
条
第
一
項
第
五
号
の
営
業
に
係
る

午
後
十
時
以
後
翌
日
の
午
前
零
時
前
の
時
間
に
お



一
一
頁

営
業
所
に
あ
つ
て
は
、
午
後
十
時
か
ら

い
て
保
護
者
が
同
伴
す
る
十
八
歳
未
満
の
者
を
客

翌
日
の
午
前
六
時
ま
で
の
時
間
に
お
い

と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
場
合
を
除
く

て
客
と
し
て
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と

（
指
示
）

第
三
十
一
条
の
二
十
四

公
安
委
員
会
は
、
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
又
は
そ
の
代
理
人
等
が
、
当
該
営
業
に
関
し
、
法
令

又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
、
善
良
の
風
俗
若
し
く
は
清
浄
な
風
俗
環
境
を
害
し

、
又
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
に
対

し
、
善
良
の
風
俗
若
し
く
は
清
浄
な
風
俗
環
境
を
害
す
る
行
為
又
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止

す
る
た
め
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
営
業
の
停
止
等
）

第
三
十
一
条
の
二
十
五

公
安
委
員
会
は
、
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
若
し
く
は
そ
の
代
理
人
等
が
当
該
営
業
に
関
し
法
令

若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
著
し
く
善
良
の
風
俗
若
し
く
は
清
浄
な
風
俗
環

境
を
害
し
若
し
く
は
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
特
定
遊
興
飲
食
店
営



一
二
頁

業
者
が
こ
の
法
律
に
基
づ
く
処
分
若
し
く
は
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
に
対
し
、
当
該
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
許
可

を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
当
該
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の

停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又
は
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の

停
止
を
命
ず
る
と
き
は
、
当
該
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
当
該
施
設
を
用
い
て
営
む
飲
食
店
営
業
に
つ

い
て
、
六
月
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
停
止
を
命
ず
る
と
き
は
、
そ
の
停
止
の
期
間
）
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
営
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
款

深
夜
に
お
け
る
飲
食
店
営
業
の
規
制
等

第
三
十
二
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

深
夜
に
お
い
て
飲
食
店
営
業
を
営
む
者
は
、
営
業
所
の
構
造
及
び
設
備
を
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
技
術
上

の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
第
三
項
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
第
一
号
」
を
「
同
項
第
一
号
」
に
、



一
三
頁

「
同
条
第
四
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
同
条
第
五
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
、
「
日
出
時
」
を
「
午
前
六
時
」
に

、
「
第
二
条
第
一
項
第
八
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
「
（
同
号
の
営
業
に
係
る
営
業
所
に
関
し
、
都
道

府
県
の
条
例
で
、
十
八
歳
以
下
の
条
例
で
定
め
る
年
齢
に
満
た
な
い
者
に
つ
き
、
午
後
十
時
前
の
時
を
定
め
た
と
き
は
、
そ

の
者
に
つ
い
て
は
そ
の
時
）
」
を
削
る
。

第
三
十
三
条
第
六
項
中
「
日
出
時
」
を
「
午
前
六
時
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
三
第
一
号
中
「
第
二
条
第
十
一
項
」
を
「
第
二
条
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
中
「
、
無
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
を
営
む
者
」
の
下
に
「
、
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
」
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
の
二
中
「
無
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
を
営
む
者
」
の
下
に
「
、
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
」
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
を
営
む
者
」
の
下
に
「
、
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
」
を
加
え
、
同
条

第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
六

号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
営
業
所

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
（
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
」
の
下
に
「
、
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中



一
四
頁

「
若
し
く
は
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
」
を
「
、
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
若
し
く
は
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
」
に
改

め
る
。

第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
風
俗
環
境
保
全
協
議
会
）

第
三
十
八
条
の
四

公
安
委
員
会
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
風
俗
営
業
、
特
定
遊
興
飲
食
店

営
業
又
は
第
三
十
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
酒
類
提
供
飲
食
店
営
業
の
営
業
所
が
集
中
し
て
い
る
地
域
そ
の
他
の
特
に
良

好
な
風
俗
環
境
の
保
全
を
図
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
地
域
ご
と
に
、
当
該
地
域
を
管
轄

す
る
警
察
署
長
、
当
該
地
域
の
風
俗
営
業
若
し
く
は
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
営
業
所
の
管
理
者
又
は
当
該
酒
類
提
供
飲

食
店
営
業
を
営
む
者
、
少
年
指
導
委
員
、
地
域
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
風
俗
環
境
保
全
協
議
会
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

協
議
会
は
、
風
俗
営
業
、
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
又
は
第
三
十
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
酒
類
提
供
飲
食
店
営
業
に
関

し
、
地
域
に
お
け
る
良
好
な
風
俗
環
境
の
保
全
に
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
、
関



一
五
頁

係
者
の
連
携
の
緊
密
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
良
好
な
風
俗
環
境
の
保
全
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
営
業
に
よ
る

悪
影
響
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

協
議
会
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
当
該
者
で
あ
つ
た
者
は
、
当
該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な

ら
な
い
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
二
十
四
条
第
六
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
第
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
一
条
の
二
十
二
」
を
、
「
第
四
号
ま

で
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
七

号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
、
「
第
十
条
の
二
第
一
項
」
及
び
「
第
四
条
第
二
項
第
一
号
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十

三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
十
一
第
二
項
第
二
号
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
二
十
五
」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
四
項
及
び
次
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
第
十
条
の
二
第
六
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。



一
六
頁

第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
第
三
十
一
条
の
二
十
一
第
二
項
第
二
号
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
二
十
五
」
を

加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
十
一
条
の
二
十
一
第
二
項
第
二
号
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
二
十
五
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
二
中
「
第
四
条
第
一
項
第
四
号
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
十
一
条
の
二
十
二
」
を
、
「
第
七
条

の
三
第
一
項
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、

同
項
第
二
号
中
「
第
三
十
一
条
の
二
十
一
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
二
十
四
、
第
三
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項

」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
、
無
店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
若
し
く
は
接
客
業
務
受
託
営
業
を
」
を
「
若
し
く
は
無
店

舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
を
営
む
者
、
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
者
若
し
く
は
接
客
業
務
受
託
営
業
を
」
に
、
「
若
し
く
は
無

店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
」
を
「
、
無
店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
」
に
、
「
風
俗
営
業
の
」
を
「
風
俗
営
業
若
し
く
は
特
定

遊
興
飲
食
店
営
業
の
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
二
十
五
第
二
項
」
を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
風
俗
営
業
者
の
団
体
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
団
体
」
の
下
に
「
及
び
特
定
遊
興
飲
食



一
七
頁

店
営
業
者
が
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
業
務
の
適
正
化
と
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
組

織
す
る
団
体
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
家
公
安
委
員
会
又
は
公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
団
体
の
自
主
的
な
活
動
の
促
進
を
図
る
た

め
、
必
要
な
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条
第
二
号
中
「
第
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
十
一
条
の
二
十
二
」
を
、
「
第
七
条
の
三
第
一
項

」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号

中
「
第
十
一
条
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中

「
第
三
十
一
条
の
二
十
一
第
二
項
第
二
号
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
の
二
十
五
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
三
十
一
条
の
二
十
二
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
の
許
可
を
受
け
な
い
で
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
を
営
ん
だ
者

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
条
第
十
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
十
一
条
の
二
十
三
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中

「
第
十
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第

四
号
中
「
第
二
十
二
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、
「
同
条
第
四
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「

第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条



一
八
頁

第
三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二

条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
中
「
第
三
十
八
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
四
第
三
項
」
を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
第
一
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を

「
第
三
十
一
条
の
二
十
三
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
第
一
号
中
「
第
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
九
条
第
五
項
後
段
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
条
の
二
第
二
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の

二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十

一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
五
条
第
一
号
中
「
第
六
条
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加

え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
七
条
の
三
第
三
項
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
一
条
の
二
十
三
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
条
第
十
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三



一
九
頁

十
一
条
の
二
十
三
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
第
十
条
の
二
第
七
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
七
条
第
一
号
中
「
第
七
条
第
六
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
条
の
二
第
九
項
」
の
下
に
「
（
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定

公
布
の
日

二

次
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日



二
〇
頁

（
準
備
行
為
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う

。
）
第
三
十
一
条
の
二
十
二
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
法
第
三
十
一
条
の

二
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
許
可
申
請
書
又
は
添
付
書
類
で
あ
っ
て
虚
偽
の
記
載
の
あ
る
も
の
を
提
出
し
た
者
は
、

五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

３

法
人
の
代
表
者
、
法
人
又
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
法
人
又
は
人
の
営
業
に
関
し
、
前
項
の
違
反

行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
、
同
項
の
刑
を
科
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
営
業
に
関
し
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
し
た
許
可
、
許
可
の
取
消
し
、

営
業
の
停
止
そ
の
他
の
処
分
若
し
く
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
申
請
そ
の
他
の

行
為
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
営
業
に
関
し
、
新
法
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
し
た
許
可
、
許
可
の
取
消
し



二
一
頁

、
営
業
の
停
止
そ
の
他
の
処
分
若
し
く
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
又
は
新
法
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
申
請
そ
の
他

の
行
為
と
み
な
す
。

一

旧
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
営
業

新
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
営
業

二

旧
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
営
業
で
新
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
又
は
旧
法
第
二
条
第

一
項
第
五
号
に
該
当
す
る
営
業

新
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
営
業

三

旧
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
該
当
す
る
営
業

新
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
営
業

四

旧
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
営
業

新
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
営
業

五

旧
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
該
当
す
る
営
業

新
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
該
当
す
る
営
業

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
営
業
を
営
む
者
が
当
該
営
業
に
関
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
法
令
若
し
く
は
旧
法
に
基
づ
く

条
例
の
規
定
、
旧
法
に
基
づ
く
処
分
又
は
旧
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
行
為
は
、
新

法
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
営
業
を
営
む
者
が
当
該
営

業
に
関
し
、
法
令
若
し
く
は
新
法
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
、
新
法
に
基
づ
く
処
分
又
は
新
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
行
為
と
み
な
す
。



二
二
頁

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
旅
館
業
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
号
中
「
接
待
飲
食
等
営
業
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
十
一
項
の
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
」
を
加
え
る
。

（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二

項
第
二
号
及
び

項
第
三
号
中
「
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
を
削
る
。

（ち）

（る）

第
八
条

建
築
基
準
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二

項
第
三
号
中
「
又
は
観
覧
場
」
を
「
若
し
く
は
観
覧
場
又
は
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
政
令
で

（へ）



二
三
頁

定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
表

項
第
三
号

中
「
十
リ
ツ
ト
ル
以
上
三
十
リ
ツ
ト
ル
」
を
「
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
三
十
リ
ッ

（と）

（一）

ト
ル
」
に
改
め
、
同
号

中
「
〇
・
七
五
キ
ロ
ワ
ツ
ト
」
を
「
〇
・
七
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
」
に
改
め
、
同
号

中
「
研
磨
機
」

ま

（二）

（三）

を
「
研
磨
機
」
に
、
「
乾
燥
研
磨
」
を
「
乾
燥
研
磨
」
に
、
「
工
具
研
磨
」
を
「
工
具
研
磨
」
に
改
め
、
同
号
四
の
三
中
「

ま

ま

研
磨
」
を
「
研
磨
」
に
改
め
、
同
号

中
「
〇
・
七
五
キ
ロ
ワ
ツ
ト
を
こ
え
る
」
を
「
〇
・
七
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
」

ま

（五）

に
改
め
、
同
号

中
「
一
・
五
キ
ロ
ワ
ツ
ト
を
こ
え
る
」
を
「
一
・
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
」
に
改
め
、
同
号

中
「
二

（六）

（七）

・
五
キ
ロ
ワ
ツ
ト
を
こ
え
る
」
を
「
二
・
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
」
に
改
め
、
同
号

中
「
十
キ
ロ
ワ
ツ
ト
を
こ
え
る
」

（九）

を
「
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
」
に
改
め
、
同
号

中
「
め
つ
き
」
を
「
メ
ッ
キ
」
に
改
め
、
同
号
十
一
中
「
一
・
五
キ
ロ

（十）

ワ
ツ
ト
を
こ
え
る
」
を
「
一
・
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め

、
「
も
の
」
の
下
に
「
又
は
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
用
途
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
供
す
る
建
築
物
で
そ
の

用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
若
し
く
は
観
覧

場
」
の
下
に
「
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
用
途
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
、
同
表

項
第
二
号
中
「

（ち）

、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
」
を
削
り
、
同
表

項
第
三
号
中
「
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
又
は
観
覧
場
」
を

（る）

「
若
し
く
は
観
覧
場
又
は
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
表

項
中
「
若
し
く

（わ）



二
四
頁

は
観
覧
場
」
の
下
に
「
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
用
途
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
る
。

（
酒
税
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

酒
税
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
七
号
の
二
中
「
第
二
十
二
条
第
六
号
（
禁
止
行
為
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
第
六
号
（
禁
止
行
為
等
」
に
、

「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
十
三
（
準
用
）
及
び
第
三
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
条

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
項
中
「
、

第
十
条
の
二
第
三
項
」
を
「
並
び
に
第
十
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
一
条
の
二
十
三
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
。



二
五
頁

理

由

最
近
に
お
け
る
風
俗
営
業
の
実
情
及
び
ダ
ン
ス
を
め
ぐ
る
国
民
の
意
識
の
変
化
等
に
鑑
み
、
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営
業
の

一
部
を
風
俗
営
業
か
ら
除
外
す
る
と
と
も
に
、
設
備
を
設
け
て
深
夜
に
お
い
て
も
客
に
遊
興
を
さ
せ
、
か
つ
、
客
に
酒
類
の
提

供
を
伴
う
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
に
つ
い
て
新
た
に
許
可
制
度
を
設
け
る
ほ
か
、
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限
に
つ
い
て
条
例

に
よ
り
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
を
拡
大
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


